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研究結果  

 

本研究は、革命への留学生の関与という革命史の一部としてではなく、旧制高等学

校や帝国大学の教育を受けたことが、やがて中国の近代化にどのような影響を与えて

いったのかを究明することを目的とする。 

具体的には、①京都大学 大学文書館、東京大学駒場博物館所蔵の中国人留学生関係

資料を整理したうえ、中国第二歴史档案館（南京）ほか図書館の史料を発掘し、とり

わけ留学生帰国後の活動について調査・研究を行なう。②帰国後における留学生の 

ライフストーリーを、聞き取り調査を通じて記録し、東アジアにおける日本留学の現

代的な意義を再考する。 

以上の作業を通じて、主として以下のような結論を出すことができた。 第一に、

二十世紀初期の留学生は帰国後、中国の近代科学とりわけ採鉱学（厳恩棫）、地質学

（章鴻釗）、化学（李敦化）の基礎を築きあげたなど、重要な役割を果たした。  

また、30 年代以降の留学生は、科学（蘇歩青）だけではなく、文学（鄭伯奇、夏衍）

や文化交流（郭沫若、喬冠華）の面においても、二十世紀をわたって大きく寄与し

た。そして第二、戦後に帰国した留学生は、複雑な日中関係にも挾まれ、陰ながら近

代中国の建設に力を捧げてきたものの、一部の人（郭沫若、喬冠華）を除いてその事

実さえ、公にされることがなかった。今になっても日本留学の記憶について、容易に

口を開かなかった人もいた。 

総じて本研究は、留学生を回路とした人間形成を考えるだけではなく、学問と人が

国家の枠をこえて激しく交流する国際化時代において、知と人の交流・移動のもつ 

意味について新たな視点を得ることができた。それは、国家的対立が目立つ 21 世紀の

東アジア・世界のあり方を考えるにも、有効な視座を提示することができると思われ

る。 
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